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The purpose of this study is to consider the effect of cooperation of digital archives by the 
visitors’ traffic line analysis in a video sharing website, that is to investigate by what purpose 
visitors visit the site and then where they go. This paper analyzes the visitors’ path around 
the viewing page of the works of Toyoko Yamazaki that by the daily transition of visitors, their 
searching keywords, their referring sites and their transition destination. The results are as 
follows： (1)Visitors for digital archives on the internet might increase rapidly according to 
some events concerning contents. (2) An adequate giving the metadata is necessary to secure 
visitors’ traffic line in the cooperation of digital archives. (3) The traffic line from the news 
site is also important as the search engine. (4) Traffic line to another work of the same author 
might be caused when the concern for contents rises. The results of this study are findings that 
should be considered when the cooperation of digital archives like the video archive and the 
library portal, etc. is tried. 
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二つの祖国1983年 山河燃ゆ 1984年 51 2012年12月
大地の子 1991年 大地の子 1996年 11 2008年12月
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662人、10月 1 日は971人である。 2日間の平均では、
817人である。10月 2 日には急激に訪問者数が減り、10




2013年 9 月 1 日から 9月29日までは、1日あたり100人
である。 9月30日には1,976人、10月 1 日には2,005人
と、それまでの20倍ほどの訪問者がある。 2日間の平均




















・第 1期（2013年 9 月 1 日～ 9月29日）：死去までの 9
月における29日間
・第 2期（2013年 9 月30日～10月 1 日）：訃報直後 2日
間


















表 3は左から順に、第 1期（2013年 9 月 1 日～ 9月29









































・第 1期（2013年 9 月 1 日～ 9月29日）における動画配
信サイト外での検索語順位では、「山河燃ゆ」「大地
の子」共に40位までに現れていない。


































































10 10 10 大地の子
11 11 山河燃ゆ 11
12 12 12
13 13 13






20 20 大地の子　再放送 20









30 30 二つの祖国　大河ドラマ 30
31 31 31
32 32 大地の子　あらすじ 32
33 33 33






















































図 3　「山河燃ゆ」参照元サイト（2013年 9月 1日～ 9
月29日）



















































図10　「大地の子」遷移先（2013年 9月 1日～ 9月29日）











































































































第 3章 2節で示した、2013年 9 月および10月におけ
る動画配信サイト外での検索語順位についての調査結果


































































































第 3章 3節で示した通り、2013年 9 月および10月に
おける「山崎豊子作品」視聴ページにおける参照元サイ
トの割合の調査結果は、下記のとおりである。



































































（ 1） 第 1期（2013 年 9月 1日～ 9月29日）においては、
「大地の子」「山河燃ゆ」とも半数ほどの訪問者が
同じ作品の他の回の視聴ページへと向かった。
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